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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 314,823 3.6 20,085 8.3 23,920 64.7 18,505 73.6

2025年３月期中間期 303,972 △1.1 18,541 △8.4 14,523 △47.6 10,658 △47.3

（注）包括利益 2026年３月期中間期 21,961百万円（－％） 2025年３月期中間期 △1,369百万円（－％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 217.48 －

2025年３月期中間期 126.00 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期中間期 527,900 354,487 63.0

2025年３月期 510,942 337,877 61.9

（参考）自己資本 2026年３月期中間期 332,735百万円 2025年３月期 316,076百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 45.00 － 50.00 95.00

2026年３月期 － 55.00

2026年３月期（予想） － 50.00 105.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 620,000 0.4 29,000 △18.2 34,000 △1.4 26,000 △6.5 305.52

１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期中間期 89,234,171株 2025年３月期 94,234,171株

②  期末自己株式数 2026年３月期中間期 4,125,427株 2025年３月期 9,195,446株

③  期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 85,092,240株 2025年３月期中間期 84,590,075株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

注）詳細は、添付資料Ｐ．７「（３）中間連結財務諸表に関する注記事項（中間連結財務諸表の作成に特有の会

計処理に関する注記）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

注）期末自己株式数及び期中平均株式数（中間期）の算定上控除する自己株式数には、従業員向け株式交付信託

が保有する当社株式が含まれております。

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１.当中間連結会計期間において、連結業績予想値を修正しております。詳細につきましては、本日開示の「通期業績予

想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。

２.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間の業績につきましては、連結売上高は314,823百万円と、前年同期に比べ10,851百万円

(3.6％)の増収となりました。利益につきましては、連結営業利益は20,085百万円と、前年同期に比べ1,544百万円

(8.3％)の増益となりました。連結経常利益は23,920百万円と、前年同期に比べ9,397百万円(64.7％)の増益となり

ました。親会社株主に帰属する中間純利益は18,505百万円と、前年同期に比べ7,847百万円(73.6％)の増益となり

ました。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

（日本）

　客先生産台数の増加などにより、売上高は157,981百万円と、前年同期に比べ8,653百万円(5.8％)の増収となり

ました。営業利益は売上高の増加に加え、合理化努力などにより、1,270百万円と、前年同期に比べ698百万円

(122.0％)の増益となりました。

（北米）

　客先生産台数の増加などにより、売上高は87,148百万円と、前年同期に比べ4,543百万円(5.5％)の増収となりま

した。営業利益は売上高の増加に加え、合理化努力などにより、4,921百万円と、前年同期に比べ894百万円

(22.2％)の増益となりました。

（アジア）

　為替換算上の影響があったものの、客先生産台数の増加などにより、売上高は96,060百万円と、前年同期に比べ

1,383百万円(1.5％)の増収となりました。営業利益は売上高の増加に加え、合理化努力などにより、12,155百万円

と、前年同期に比べ619百万円(5.4％)の増益となりました。

（その他）

　売上高は23,687百万円と、前年同期に比べ1,461百万円(△5.8％)の減収となりました。営業利益は1,947百万円

と、前年同期に比べ66百万円(3.5％)の増益となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

　当中間連結会計期間末の総資産は、有価証券の増加などにより、527,900百万円と、前連結会計年度末に比べ、

16,958百万円増加いたしました。負債は、173,413百万円と、前連結会計年度末に比べ、349百万円増加いたしまし

た。純資産は、利益剰余金の増加などにより354,487百万円と、前連結会計年度末に比べ、16,610百万円増加いた

しました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の連結業績予想につきましては、2025年４月24日の「2025年３月期　決算短信」で公表しました予想値を修

正しております。詳細につきましては、本日開示の「通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。

　本資料に記載されている業績見通しなどの将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 75,074 79,931

受取手形及び売掛金 81,774 83,542

電子記録債権 11,823 11,954

有価証券 23,198 35,214

商品及び製品 26,131 27,155

仕掛品 41,502 42,316

原材料及び貯蔵品 9,675 9,754

その他 16,387 15,325

貸倒引当金 △43 △49

流動資産合計 285,523 305,145

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 44,280 46,116

機械装置及び運搬具（純額） 35,807 43,141

その他（純額） 43,504 40,806

有形固定資産合計 123,591 130,064

無形固定資産

その他 4,445 4,648

無形固定資産合計 4,445 4,648

投資その他の資産

投資有価証券 32,579 22,678

退職給付に係る資産 50,099 50,777

その他 14,782 14,666

貸倒引当金 △79 △79

投資その他の資産合計 97,382 88,042

固定資産合計 225,419 222,754

資産合計 510,942 527,900

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 51,306 54,452

電子記録債務 9,605 9,211

未払法人税等 2,547 4,017

賞与引当金 11,373 9,532

製品保証引当金 12,244 12,079

その他の引当金 1,227 1,140

その他 42,872 40,552

流動負債合計 131,179 130,985

固定負債

社債 10,000 10,000

役員退職慰労引当金 270 260

退職給付に係る負債 20,055 20,181

資産除去債務 72 72

その他 11,487 11,913

固定負債合計 41,885 42,427

負債合計 173,064 173,413

純資産の部

株主資本

資本金 22,856 22,856

資本剰余金 25,637 15,308

利益剰余金 241,060 255,296

自己株式 △19,001 △8,519

株主資本合計 270,552 284,941

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,068 4,788

為替換算調整勘定 23,303 26,794

退職給付に係る調整累計額 17,151 16,209

その他の包括利益累計額合計 45,523 47,793

非支配株主持分 21,801 21,751

純資産合計 337,877 354,487

負債純資産合計 510,942 527,900
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

売上高 303,972 314,823

売上原価 259,849 268,212

売上総利益 44,123 46,611

販売費及び一般管理費 25,581 26,525

営業利益 18,541 20,085

営業外収益

受取利息 675 656

受取配当金 318 210

持分法による投資利益 357 400

為替差益 － 1,566

その他 485 1,526

営業外収益合計 1,836 4,362

営業外費用

支払利息 21 33

為替差損 5,375 －

固定資産除売却損 － 430

その他 457 62

営業外費用合計 5,854 526

経常利益 14,523 23,920

特別利益

固定資産売却益 781 －

投資有価証券売却益 2,336 2,566

特別利益合計 3,118 2,566

特別損失

減損損失 302 82

特別損失合計 302 82

税金等調整前中間純利益 17,338 26,405

法人税等 5,912 6,926

中間純利益 11,426 19,478

非支配株主に帰属する中間純利益 768 973

親会社株主に帰属する中間純利益 10,658 18,505

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

中間純利益 11,426 19,478

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △6,672 △177

為替換算調整勘定 △4,692 3,724

退職給付に係る調整額 △1,235 △945

持分法適用会社に対する持分相当額 △195 △119

その他の包括利益合計 △12,796 2,482

中間包括利益 △1,369 21,961

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △1,801 20,775

非支配株主に係る中間包括利益 431 1,186

（中間連結包括利益計算書）
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（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

中間連結
損益計算書

計上額
（注）３

日本 北米 アジア 計

売上高

外部顧客への売上高 119,061 82,455 77,557 279,074 24,897 303,972 － 303,972

セグメント間の内部
売上高又は振替高

30,267 149 17,119 47,536 250 47,786 △47,786 －

計 149,328 82,605 94,677 326,610 25,148 351,759 △47,786 303,972

セグメント利益 572 4,027 11,536 16,137 1,881 18,018 523 18,541

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

中間連結
損益計算書

計上額
（注）３

日本 北米 アジア 計

売上高

外部顧客への売上高 125,909 87,058 78,465 291,434 23,389 314,823 － 314,823

セグメント間の内部
売上高又は振替高

32,071 89 17,594 49,755 298 50,054 △50,054 －

計 157,981 87,148 96,060 341,190 23,687 364,877 △50,054 314,823

セグメント利益 1,270 4,921 12,155 18,347 1,947 20,294 △209 20,085

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年４月１日　 至　2024年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州及び南米の現地法人

の事業活動を含んでおります。

　　２　セグメント利益の調整額523百万円は、セグメント間取引消去であります。

３　セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　 至　2025年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州及び南米の現地法人

の事業活動を含んでおります。

　　２　セグメント利益の調整額△209百万円は、セグメント間取引消去であります。

３　セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2025年４月24日開催の取締役会において、会社法第178条の規定に基づき、2025年５月30日付で、自己株

式5,000,000株の消却を実施いたしました。当該消却により、当中間連結会計期間において資本剰余金及び自己株式

がそれぞれ10,339百万円減少しております。この結果等により、当中間連結会計期間末において資本剰余金が15,308

百万円、自己株式が8,519百万円となっております。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
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